
初期臨床研修医の紹介令和３年度 初期臨床研修医の紹介令和３年度

第60回 地域医療連携研修会を開催しました！

　初期研修の２年間で医師として基
本的な知識技能を身につけられるよ
う精一杯努力します。

古 川  直 紀
ふる かわ なお き

　地域の皆さまやコメディカルの方か
ら信頼される医師を目指し、日々研鑽し
て参ります。よろしくお願いいたします。

吉 村  和 樹
よし むら かず き

　至らない点も多々あるかと存じます
が、日々精進してまいりますので、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

若 槻  真 也
わか つき しん や

　初めまして。常に素直に学ぶ姿勢を
もって励んでいきたいと思います。
よろしくお願いします。

辻 口  大 介
つじ ぐち だい すけ

　高知の皆さんに信頼していただける
医師となれるよう努力の２年間にしま
す。よろしくお願いいたします。

岩 﨑  凪 沙
いわ さき なぎ さ

　早く皆さまのように活躍できるよ
う、夢を持って精一杯がんばりますの
で、よろしくお願いいたします。

梅 村  周 平
うめ むら しゅう へい

　お世話になります。精一杯頑張りま
すので、どうぞよろしくお願い申し上
げます。

岡 田  夏 穂
おか だ な ほ

　多くのことを吸収し、成長していけ
るよう精進して参ります。ご指導のほ
どよろしくお願いいたします。

小 田  雪 愛
お だ ゆき え

　まだまだ分からないことばかりです
が、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いします。

河 内  聡 佑
かわ ち そう すけ

　高知の医療に貢献できるよう、たく
さん吸収し、実践したいと思います。よ
ろしくお願いします。

川 村  貴 子
かわ むら たか こ

　できるだけ多くのことを学んでいきた
いと思います。若輩者ですがご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたします。

高 野  正 暉
こう の まさ あき

　ご迷惑をおかけすることも多々ある
と思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願いいたします。

坂 井  隆 志
さか い たか し

　至らぬ点があると思いますが、日々
精進して参ります。ご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願いします。

高 村  洸 輝
たか むら こう き

　初めてのことばかりでご迷惑をおか
けすることもあると思いますが、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

常 光  良 介
つね みつ りょう すけ

高知医療センターは令和4年度の初期臨床研修医を募集しています
令和4年度　初期臨床研修医募集要項

●募集人数
　12名＋自治医科大学卒業者3名
●選考方法
　面接・書類審査・小論文・成績証明書
●選考日
　令和3年7/25(日)・8/20(金)・8/28(土)
●応募資格
　令和４年2月に実施される医師国家試験に
　合格する見込みの者（マッチングに参加要）

●応募方法
　書類（履歴書・健康診断票・成績証明書・卒業（見込み）証
　明書）を郵送または直接提出
●応募締切
　各選考日の一週間前（必着）まで

　※詳細はホームページにて確認ください

人生の最終段階における緩和ケアについて
地域医療センター　副センター長　小島　秀浩

　去る２月６日（土）に第60回地域医療連携研修会を高知医療センター・高知県立大学包括的連携協議会と連携し
て実施しました。コロナ禍の中、リモート形式とし、事前に県内の医療福祉関係者、県民の皆さまにWebでの参加を
ご案内し、56名の参加申込みをいただきました。今回は「人生の最終段階における緩和ケアについて」“退院支援の
課題から考える”をテーマに、事例発表を高知中央訪問看護ステーション統括所長の安岡しずか氏が行い、入退院
支援の講師として高知県立大学の森下安子教授、座長を高知医療センターの光岡妙子緩和ケアセンター長が務め
ました。
　訪問看護ステーションの安岡氏から、在宅療養の家族のサポート体制や、訪問看護、訪問診療などの地域の医療
者との連携を取り上げ、早期の地域医療者との連携の有用性を述べられました。高知県立大学の森下教授からは、
「入退院支援～地域・病院・多職種が協働で支援しよう！～」と題し、入院時から地域と医療機関等の多職種が、課
題と目標を共有し、早期の在宅生活への復帰・安定に向けた仕組みについての話がありました。また、当院の島田安
博病院長（当時）から、在宅に関しては患者さんから治療に関してイメージがわかない場合があるため、具体的にど
ういった支援があるのか、限られた医療資源を知っていただき、選択肢を
提供していくことの意見がありました。座長である当院の光岡緩和ケアセ
ンター長から、急性期病院の医師と地域医療機関の医師との連携や、緩
和ケアを専門とするがん看護専門看護師、MSW、訪問看護師等との情報
交換により対応するなど、Web参加の皆さまからのご質問に回答しまし
た。最後に高知県立大学池田光徳健康長寿センター長より、患者さんや
ご家族は大変であると思いますが、現実を整理して対応していただきたい
との話がありました。　

- 退院支援の課題から考える -
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